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地域開発に伴う道路など交通網の整備事業は、現代社会の進歩発展から生ずる必然的な要請

であり、本県においても、このような建設事業が多く計画・実施されております。

これらの開発事業に関連して、私たちには、先人が長い歴史の中で培いはぐくんできた貴重

な文化遺産を保護し、新たな文化創造の糧として活用していく責務があります。

国土開発計画に基づいて建設される東北縦貫自動車道は、産業・経済開発の大動脈として多

方面からの期待をになう国家的な大事業であり、宮城県境より西根インターまでは、すでに供

用され、現在は更に秋田・青森県境へと工事が進められております。

岩手県教育委員会は、この供用区間に関係した99遺跡について、日本道路公団仙台建設局の

委託によって、昭和47年度から7か年にわたって発掘調査を実施し、その整理と報告書の作成

を、昭和53年度から4か年計画で実施して参りました。本年度は、その最終年度にあたります。

本報告書は、東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書の第Ⅲ冊目として盛岡市の大日方

八丁遺跡について、調査結果をとりまとめたものであります。

調査の結果は、 170棟にもおよぶ竪穴住居跡群とともに、南辺を区かくする大藩や築地跡、築

地をまたぐヤグラ跡等が検出され、伴出遺物や観察から勘案して、平安時代初期に築営された

大規模な城柵跡であることが判明しました。古代律令政権が東北経営に示した意図を如実に知

る重要な遺跡であります。その後、盛岡市の調査に引継がれ、現在では延暦22年(803)に坂上

田村麻呂によって構築された志波城跡である確率がきわめて高いと考えられております。

この報告書が研究者のみならず、広く一般のかたがたに活用され、埋蔵文化財に対する理解

が一段と深められるように願ってやみません。

ここに、調査について御援助、御協力をいただいた地元教育委員会はじめ関係各位に対し、

心から感謝申し上げます。

昭和57年3月

岩手県教育委員会

教育長 新里 盈



匡劃

1.本書は東北縦貫自動車道関係遺跡発掘調査報告書第Ⅲ分冊一大田方八丁遺跡-(志波城跡)

として、岩手県盛岡市中太田字方八丁62地割4番地ほかに所在する太田方八丁遺跡(志波城

跡)について作成したものである。

2.発掘調査は日本道路公団の委託をうけ、岩手県教育委員会が主体となり、昭和51年4月7

日一同年12月13日、昭和52年4月4日一同年11月26日の二次に渡って実施した。

昭和51年の調査は吉田 努、吉田義男が、佐藤和男、佐伯研二、中村清也の補助を得て担

当し、昭和52年は前年のメンバーに、調査員三上 昭、島 隆、補助員千葉周秋、松尾芳弘、

鈴木よね子、阿部裕子、宮 康夫が加わり、 6月6日へ8月31日まで相原康二、八重樫良宏

に補助員鈴木明美が参加した。これらの総括は瀬川司男、菊地郁雄が当った。

調査に当っては盛岡市教育委員会をはじめ、関係機関、地元の方々の多大なご協力をいた

だいた。

3.発掘調査および整理については、次の方々からご指導、ご助言を賜わった。 (敬称略)

板橋 源(岩手県立博物館長)

草間俊一(盛岡短期大学学長)

故森 嘉兵衛(元岩手大学名誉教授)

田中喜多美(元県文化財保護審議会委員)

司東真雄(県文化財保護審議会委員)

伊東信夫(東北学院大学教授)

林 謙作(北海道大学助数授)

小林達夫(国学院大学助教授)

水野正好(奈良大学助教授)

阿部義平(国立歴史民俗博物館助教授)

佐々木博康(岩手大学文部技官)

国生 尚((財)県埋文センター主任調査員)

吉田義昭(盛岡市教育委員会社会教育課長補

佐)

八木光則(盛岡市教育委員会主事)

伊藤博幸(水沢市教育委員会主事)

平川 南(東北歴史資料館企画科長)

下條信行(平安博物館助教授)

増沢武文(元輿寺文化財研究所保存科学研究

室長)

岡田茂弘(国立歴史民俗博物館助教授)

4.出土遺物の鑑定・分析・保存処理については、次の方々のご指導、ご協力を賜わった。

(敬称略)

石材鑑定

種子鑑定

木材・炭材質鑑定

土器等胎土分析

佐藤二郎(県立大船渡農業高校教諭)

村井三郎(県文化財保護審議会委員)

早坂松次郎(県木炭協会指導員)

照井一明(県立種市高校教諭)



鉄津分析

火山灰分析

還元炉片鑑定

漆器保存処理

C-14測定

古銭鑑定

岩手県立博物館

岩手県工業試験場

岩手県工業試験場

井上克弘(岩手大学助教授)

新沼鉄夫(釜石市在住 鉄研究者)

元輿寺文化財研究所

(社)日本アイソトープ協会

引問茂夫(岩手古泉会相談役)

5.本書に掲載する地形図は、建設省国土地理院発行の5万分の1地形図、 20万分の1地勢図

を、遺跡全体図、遺構配置図、南辺外郭遺構図はアジア航測株式会社に委託し作成したもの

で、遺構配置図と南辺外郭遺構図には第10系座標と調査座標を併記してある。調査範囲と地

形一には日本道路公団作成の「TOHOKU EXPRESSWAY PしAN」図を利用した。

6.本書の編集は吉田 努、執筆は遺構について吉田 努、遺構中掘立柱建物は尾野 靖、遺

物は八重樫良宏が担当した。遺構図のトレースは高橋生子、遺物の復元は高橋生子、後藤裕

子、村上良子、村井 隆、伊藤ふく、長坂麗子、実測・トレースは後藤裕子、村上良子、写

真撮影、現像は桜井芳彦、村井 隆、小森陵一の協力を得た。

7.現地説明会資料等の既報と相異する部分は本報告書で統一するものである。
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工 調査と方法

1調査と保存の経過

(1)調査の経過

県内の東北縦貫自動車道建設は、昭和40年11月仙台・盛岡間の基本計画の決定に始まり、昭

和43年4月の施行命令によって具体化される。

これに関係する埋蔵文化財の取り扱いについては、文化庁と日本道路公団の覚書によって、

岩手県教育委員会がおこなうことになった。

昭和42→43年に分布調査が実施され、ついで昭和47年の現地確認調査等を経て、最終的には

99遺跡が調査対象遺跡として、昭和47年へ53年8月まで発掘調査がおこなわれた。

太田方八丁遺跡の発掘調査は、昭和51年へ52年の2ヶ年にわたっておこなわれ、初年は調査

員、補助員合せて5名を編成して4月5日に現地入り諸準備後、 4月7日より発掘を開始した。

本遺跡の性格については古来諸説、口伝があった。その中で板橋源氏の論考は、昭和31年

3月現地踏査をもとに「古代蝦夷征討期の開拓基乱とするもので最も新しいものであった。

板橋氏が本遺跡の南辺土塁とみた通称「ドテッパタケ」の西に喧嘩が直線状に続き、調査地

を東西に横切るのを認めることから南辺遺構の存在が想定され、この地区相当U ・ Ⅴブロック

から人力による発掘に着手した。

4月12日、最初の小柱穴を検出したのを契機に、東西に走る築地脊柱列とそれを跨ぐ掘立柱

櫓跡が明らかになり、本遺跡の南辺は築地によるもので古代域柵の可能性が強まったのが4月

16日時点である。

そのため、保存問題との関連の中で速急に郭内と想定される築地線以北の遺構把握と北辺

の確認が要求され、バックホーショベル3台による表土除去と人力での遺構検出作業時カを

注ぐとともに築地付属施設の確認作業もすすめた。この間ショベル台数の減はあったが11月4

日までおよんだ。

その結果、築地線から約620m北の段丘崖までに竪穴住居跡を中心とした遺構が多数検出さ

れ築地内外溝、外郭南(外)大藩も確認されたo北段丘崖以北の低位水田には想定された北辺

地点も含め全く遺構は検出されなかった。

遺構検出と併行して、保存協義資料としての遺構配置図作成のために平板実測をすすめ、遺

構検出地域を対象に改めて調査ブロックの設定をした○竪穴住居跡の精査は築地との年代的関

連を把握するため必要な最少隈にとどめ8棟についておこなった。また越冬に向け遺構保護の

ため上面に覆土し、 12月13日で51年の作業を終了した。

昭和52年の調査は4月4日から調査員、補助員合せて11名編成で開始され、 5月6日に補助

員1名増員、 6月6日→8月31日まで調査員、補助員合せて3名の参加があった。
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前年来、日本道路公団、文化庁、岩手県教育委員会による協議の結果、築地と調査地北半の

遺構密集地帯をボックスおよび高架方式で部分保存することになったため、直接破壊される遺

構のみを調査する。調査は工事優先順に従って東側工事用道路、高架、盛土施工部分とすすめ、

精査完了分から順次引き渡した。

すなわち、工事用道路部分を5月23日、 CへKブロック内の高架分Al̃P4を6月11日、 P5

へP。を6月17日、 P,一A2を7月30日、盛土施工分のA.Bブロックを8月29日、 Pブロックに

あるSTA665十oo以南を11月1日、残るし-Pブロックの一部を11月25日に引き渡した。

引き渡しに先きだって、現地説明会を5月13日、 6月8日、 7月21日、 10月27日と4回にわ

たって開催、また、航空測量による遺構配置図作成をアジア航測株式会社に委託、空中写真撮

影をおこなった。

調査は11月26日をもって終了した。この間、遺跡の重要性にもとづき、盛岡市教育委員会に

よる範囲確認調査が3ヶ年事業としてくまれ、初年度調査が7月4日からの内城地区を手始め

に開始された。

(2)一部保存にいたる経過(付図2)

昭和51年2月道路公団との「51年度工程会議」で本遺跡の規模、性格を早期に明らかにす

ることとし、その時期を5月初句を目途にし、結果によって両者協議することが前提となり4

月からの調査となっている。

調査早々の築地脊柱等の検出と、その後、竪穴住居跡等の検出が相次ぎ、公団に状況説明を

するとともに、文化庁からは国指定の可能性を含む遺跡であり全体の遺構確認を急ぐよう指導

され、保存問題がクローズアップし、公団は当分発注を見合せることになった。

5月、 6月と公団への現況説明と協議を重ねる中で、文化庁の意見を聴取した岩手県教育委

員会は、公団に①に迂回案、 ②に全面高架案を提示し、将来、国指定史跡として保存するよう

考える旨を伝えるが、公団側は協義の結果、迂回、高架とも不可能との回答があった。

7月、 8月と公団との協議が続行され、 9月にいたって公団から遺構密集地区について70m、

100mの高架案が提示され、更に全面保存を主張する岩手県教育委員会との協義の未、可能な限

りスパーンを広くし、東西中軸線の見通しと景観を確保すること、保存区間を長くすること等

に重点をおき付図2に示す地域を高架によって保有することになり設計変更となった。

すなわちSTA666十53へSTA669十06までの253m、 A, (アパット1) -A2までの問にP,

(ピアー1)-P,2までの脚をもち、そのスパーンはA,̃A。は各17m、 P。̃A2は各25mである。

脚施工のための掘さく範囲はA,.A2は4mX26.5m、 P,→P.2は6mX24mである。また、

南辺築地部分は21mボックスで跨ぐことになった。しかし、南(外)大藩については協議の最
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終段階になってからの検出のため、保存措置を講ずることができなかった。

以上の設計変更について昭和52年3月18日付、文化庁長官から日本道路公団仙台建設局長あ

て「太田方八丁遺跡の保存に伴う設計変更について(回答)」の文書で「昭和52年1月22目付け

仙建総管第20号で協議のあった工事の内容について妥当と考えるので遺構保存等に充分配慮の

上、工事を実施するようお願いする」として、同日付け岩手県教育委員会教育長あて、文化庁

次長から「太田方八丁遺跡の保存に伴う設計変更についての通知」によって「昭和52年2月4

日付教文第52号進達に対し別紙のとおりの回答した」旨の通知で正式に保存の確定をみた。

注l既刊の「東北繍自動車道関係埋蔵文化財調査報告書I」他に詳細は掲載されている。

注2 /嘱殿陣場説「寛文8年(1668)奥州之内岩手郡粟谷川古城図一盛岡中央公民館蔵-などの古記録
注3 板橋源「盛岡市史」第一分冊2開拓期

2 調査範囲と、調査・整理方法

(1)調査範囲(付図1・2)

道路幅中心杭STA661十00へSTA672の延長1,150m、幅60m、面積69,000m2を対象とした。検

出遺構はSTA 662十80→STA669十80の延長690m、面積41刷n部こ集中した。すなわち、後述

するÃWブロックに相当する範囲で精査はこのブロックに集中しておこなわれた。

保存地区の築地は平面記録を主体に内外溝のみ完掘、高架施工分はアパットとピアー工事の

掘さくによって破壊される遺構と、路線内東側幅8mの工事用道路にかかる分のみを精査の対

なお、 Aブロック段丘崖以北には全く遺構は検出されず、 Wブロック以南では付図2に示す

STA661+40地点の南にTHII-001とした竪穴住居跡1棟が検出された。この遺構は竹花前遺

跡に関連するとみられ、本報告書では巻末に掲載する。

(2)調査の方法

調査ブロックの配置(第2-1 ・ 2図)

検出遺構の集中したSTA 662十80へSTA 669十80区域を対象に調査ブロックとグリットの

配置に基づく平面発掘を基本とした。

調査座標原点は、付図2に示す太田4 ・ 5を東に33m平行移動し原点1 ・ 2とし原点1を基

原点1NS、 EWOの平面直角座標値は、 Ⅹ葛35091・193、 Y十23375・369、 H131.570、座標

軸の方向角は、 359o35′58′′である。なお真北方向角は- OolO′26′′である。

原点1からⅩ方向に対しては北にN、南にS、 Y方向に対しては東にE、西にWで示す。

調査ブロックとグリットの配置は原点1 ・ 2によって南北中軸線を設定し、 30m単位にA

-
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第2-I図

調査区画模式図
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第2-2図 グリット配置模式図

̃Wブロックに、更に各ブロックを3m単位にaへjに細

分し、これに直交する東西方向は中軸線を基線に3m単位

に西方へ03、 06、 09へ 東方へ50、 53、 56へとし、これら

の組合せによる北西に位置する交点をもって、AaO3、Aa50

のように3mX3mのグリッド名とした。

発掘方法

南辺想定部分の人力による粗掘りを除き、バックホー

ショベルを用い幅5mで南北方向にトレンチ状に表土除

去、更に遺構のない部分に転地しながら全面におよんだ。

遺構検出は原則とし人力によることに意を用いたが、保存

に関連し遺構確認の緊急性があったため、ショベルによる

検出面までの掘り下げが広範におよんだ。

遺構精査は原則として2分法・ 4分法による平面発掘に

留意し、遺構の性格と内部堆積状況・構造・重復等を把握

しながら完掘することにした。内部堆積の個別の層準は包

含される遺物や構成物質、性状によって識別し、色調につ

いては「新版 標準土色帳」を利用した。

なお、遺構名は当該グリッド名を付したが、この場合、

遺構の北西位置でもって呼称することを原則とした。

遺物は、出土年月日・出土地点・出土層位を記録し、遺

構に直接関係するものや、年代決定の資料となり得るもの

については、出土レベル、位置を平面図に記録し、遺物番

号を付し、検出面等の出土遺物は原則としてグリットごと

に取り上げた。

実測と語録

遺構配置図と南辺外郭築地・内外溝・南(外)大藩平面
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図は空中写真測量を用いて作成した。図幅の縮尺は遺構配置図500分の1 、南辺外郭諸遺構は50

分の1、 100分のlである。

竪穴住居跡等については原則として遣り方実測を用い、平板実測は補助にとどめた。図幅の

縮尺を20分の1に統-したが、遺構・遺物の細部については、必要に応じて10分の1縮尺を採

用した。

遺物の出土状況・層位・遺構に関する所見等の記録は、実測図・遺構調査記録用紙・フィル

ドノートを用い、進行状況、全体の問題点は調査日誌に記録した。

写真記録は、 35血モノクロ、カラー・ 6×7cm版モノクロを主に用いた。

また、総合的な見地からの記録作業という意味で考古学のみならず関連科学の研究者の現

場実見と見解をいたヾいた。

(3)整理の方法

昭和53年1月̃3月の第1原図の点検、照合、登録と写真整理の一部と遺物整理の一部を除

き、昭和56年4月からの整理である。

第1原図の点検、照合、修正をおこない、分離、合成ののち第2原図を作成した。第2原図

の縮尺は20分の1に統一した。

遺物整理

出土遺構、地点を点検し番号を付して登録、接合、分類と合せて実測図を作成しカード貼付

をし、計測および観察事項を記入した。

漆器については、元輿寺文化財研究所の協力を得て保存処理をしたが、鉄製品は未処理であ

り今後の処置を必要とする。

分析・鑑定は、土器の胎土、鉄製品、鉄澤、火山灰、炭化物、植物遺体、石材の-部および

古銭についておこなった。

写真整理

遺構別に35皿版、 6×7cm版モノクロ、 35Ⅲ版スライドごとにまとめた。

本書記述に関して

〔1〕遺構名は種別ごとに、原則とし北から蝿を付し1号、 2号へとし、グリット名による

呼称は( )で示したoなお、南辺外郭遺構には蝋高ま付さない。

〔2〕遺構の位置は原点1からのE.W、 N. Sの距離で表示した。

〔 3 〕竪穴住居跡の規模の計測は各辺の上端の中点間で床面積は下端の中点間の計測によっ

て算出している。

〔4〕掘立柱建物跡の柱穴の大きさは検出面における東西・南北の径により、深さは検出画
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下によって示したものである。検出面および床面の高さはすべて標高によって表わしている。

柱穴群によって推定される掘立柱建物遺構は大部分発掘調査段階で確認されたものである。

同一検出面における掘立柱建物の柱穴は、原則として①同一直線上に位置し、重復せずに一定

の間隔を有すること、 ②仮の梁行、または桁行線上に平行、あるいは直交すること、 ③掘り方

の大きさ、深さ、底面の高さ、埋土筆に著しい相違の認められないこと等の条件を潤す柱穴に

よって確認されたものである。建物規模は両端柱穴の柱痕中心点、柱痕不明な柱穴では掘り方

底部の中心点をもって計測し、同一方向の平均値によって表わしている。各柱間寸法も同様で

ある。換尺値はすべて曲尺によって( )に併記している。また、横方向は柱配置によって推

定される桁行方向の平均値をもって示している。

〔5〕 杯型土器A・B.C・Dの各類については、本文ii-1項を参照されたい。これらの

杯は図版上では下記の如くに示されている。

A類 断面に黒塗りしている。

B類 A・C・D以外のもの。

C類 内面に点をつけている。

D類 内面に点をつけている。

A頼

〉ロクロ使用※苧型土器の断面も里塗りして

-ロクロ不使用

B類

≒≡∃二‾

雫≡室ニー

≡≡∃ ≡グ

: ‾三塁三三ク

注1アジア航測株式会社に委託、太田1へ太田5の基準点を設置した。 (昭和51年5月)

注2 農林省水産技術会議事務局監修(1970)
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